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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
生
協
購
買
部
の
す
ぐ

そ
ば
に
建
つ
藤
山
記
念
館
。
館
内
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
や
自
習
室
を
利
用
し
た
こ
と
の

あ
る
塾
生
も
多
い
だ
ろ
う
。
実
は
こ
の
建

物
、
元
は
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
に
開

館
し
た
図
書
館（
藤
山
記
念
日
吉
図
書
館
）

だ
っ
た
。
か
つ
て
白
金
台
に
あ
っ
た
私
立

の
藤
山
工
業
図
書
館
を
前
身
と
し
、
そ
の

名
称
は
、
創
立
者
で
塾
員
の
藤ふ
じ

山や
ま

雷ら
い

太た

に

由
来
す
る
。

　

藤
山
は
肥
前
国
松
浦
郡
（
現
在
の
佐
賀

県
伊
万
里
市
）
で
庄
屋
を
務
め
る
佐
賀
藩

士
の
家
に
生
ま
れ
、
藩
校
弘
道
館
を
経
て

長
崎
師
範
学
校
で
学
び
、
卒
業
後
は
同
校

や
小
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
。
１
８

８
４
（
明
治
17
）
年
か
ら
慶
應
義
塾
に
学

び
、
郷
里
で
県
会
議
員
を
務
め
た
後
、
実

業
界
へ
と
転
じ
る
。
１
８
９
２
（
明
治

25
）
年
、
福
澤
諭
吉
の
甥
で
「
三
井
中
興

の
祖
」
と
も
称
さ
れ
る
中な
か
み上

川が
わ

彦ひ
こ

次じ

郎ろ
う

を

紹
介
さ
れ
、
三
井
銀
行
に
入
行
。
そ
こ
で

頭
角
を
現
し
た
藤
山
は
、
銀
行
か
ら
送
り

込
ま
れ
た
先
の
芝
浦
製
作
所
（
現
・
東
芝
）

や
王
子
製
紙
で
、
優
れ
た
経
営
手
腕
を
発

揮
し
た
。
三
井
を
辞
し
た
後
の
１
９
０
９

（
明
治
42
）
年
に
は
、
破
産
寸
前
だ
っ
た

大
日
本
製
糖
の
社
長
に
就
任
し
て
こ
れ
を

再
建
。
企
業
の
買
収
や
設
立
を
繰
り
返
し

藤
山
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
呼
ば
れ
る
企
業
群

を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

義
塾
で
は
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
か

ら
評
議
員
を
務
め
、大
学
部
医
学
科
（
現
・

医
学
部
）
の
開
設
に
か
か
る
特
別
委
員
と

し
て
調
査
研
究
に
あ
た
る
な
ど
、
終
生
に

わ
た
り
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

藤
山
雷
太
と
愛
一
郎
、そ
し
て
藤
山
記
念
館

日
吉
キ
ャ
ン
パス
の
正
門
か
ら
ス
ロ
ー
プ
を
登
り
切
り
、
左
に
曲
が
っ
て
少
し
進
む
と
、

右
手
に
見
え
て
く
る
の
が
藤
山
記
念
館
で
あ
る
。

赤
レ
ン
ガ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
柱
が
美
し
い
こ
の
建
築
は
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
を
代
表
す
る
実
業
家
の
功
績
を
記
念
し
て
建
設
、
命
名
さ
れ
た
。

実
業
界
で
活
躍
し
た
藤
山
雷
太

工
業
立
国
を
目
指
し
専
門
図
書
館
を
設
立

藤山記念館内のパソ
コン教室とラウンジ

藤山雷太（1863［文久3］年～ 1938［昭和13］年）
西原雄次郎 編『藤山雷太伝』（1939年）より

日吉キャンパスの藤山記念館。正面には藤山雷太像が立つ
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的
に
遠
く
、
利
用
者
は
激
減
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
義
塾
は
、
藤
山
愛
一
郎
の
了

解
を
得
て
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に
土

地
建
物
を
売
却
。
売
却
金
を
も
と
に
翌
年

竣
工
、
開
館
し
た
の
が
、
工
学
以
外
の
一

般
書
籍
を
充
実
さ
せ
た
藤
山
記
念
日
吉
図

書
館
、
後
の
藤
山
記
念
館
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
藤
山
が
私
財
を
投
じ
、
１
９
２
７

（
昭
和
２
）
年
に
開
い
た
の
が
冒
頭
の
藤

山
工
業
図
書
館
で
あ
る
。
広
く
世
界
の
工

業
関
連
誌
を
収
集
し
、
そ
の
蔵
書
は
五
万

数
千
冊
を
数
え
た
。
外
国
雑
誌
の
論
文
抄

録
速
報
を
発
行
し
、
邦
訳
索
引
を
つ
く
る

な
ど
、
充
実
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
は
、
当
時
日
本
の
図
書
館
に
お
い
て
は

先
駆
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。

　

藤
山
没
後
の
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年

3
月
、
図
書
館
は
子
息
の
愛あ
い

一い
ち

郎ろ
う

に
よ
っ

て
土
地
建
物
ご
と
寄
附
さ
れ
、
義
塾
の
も

の
と
な
る
。
同
年
8
月
に
は
塾
員
の
藤
原

銀
次
郎
が
創
立
し
た
藤
原
工
業
大
学
も
寄

附
さ
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
（
現
・

理
工
学
部
）
が
発
足
。
本
格
的
な
高
等
工

学
教
育
が
開
始
さ
れ
、
藤
山
工
業
図
書
館

は
そ
の
重
要
な
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
、
米
軍
の
接
収
に
よ
り
日
吉
を
追

わ
れ
た
工
学
部
は
、
仮
校
舎
を
転
々
と
す

る
苦
難
の
時
期
を
過
ご
す
。１
９
４
９（
昭

和
24
）
年
、
よ
う
や
く
小
金
井
に
落
ち
着

い
た
も
の
の
、
白
金
台
の
図
書
館
は
地
理

藤
原
工
業
大
学
と
と
も
に
、

初
期
工
学
教
育
の
礎
を
な
す

藤山愛一郎
（1897［明治 30］年～
1985［昭和 60］年）

藤山工業図書館の館内。藤山雷太が志した「工業立国」の書幅が見て取れる（福澤研究センター所蔵）

　

父
・
雷
太
の
後
を
継
い
だ
愛
一
郎
も
ま
た
、
義
塾
へ
の
貢
献
大
の
塾
員
で
あ
る
（
特
選
塾
員
。
病

気
療
養
の
た
め
、
大
学
部
政
治
科
中
退
）。
巨
額
の
寄
附
や
、
日
吉
の
早
期
接
収
解
除
を
目
指
す
三

田
リ
エ
ー
ゾ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の
活
躍
の
ほ
か
、
幻
の
藤
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
忘
れ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

戦
後
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
中
国
と
の
国
交
回
復
に
情
熱
を
傾
け
た
愛
一
郎
は
、
同
国
に
関
す
る
貴

重
資
料
の
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
四
千
点
を
優
に
超
え
る
書
籍
、
資
料
群
は
藤
山
現
代
中
国
文

庫
と
呼
ば
れ
、
三
田
の
図
書
館
新
館
開
館
に
あ
わ
せ
、
義
塾
へ
の
寄
贈
が
決
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

開
館
２
カ
月
前
の
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
２
月
、
彼
が
事
務
所
を
構
え
る
永
田
町
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
パ
ン
で
火
災
が
発
生
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
巻
き
込
ま
れ
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

藤
山
愛
一
郎
、
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

藤山工業図書館全景（中央区立京橋図書館所蔵）


